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ヴイストンが提案する体験型スペース 

「Vstone Robot Center（ヴイストン ロボットセンター）」 

 東京・秋葉原にオープン!! 
 
 
 
 
 
 ヴイストン株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役：大和信夫）はこの度、首都圏にて初め

ての直営店舗となる「Vstone Robot Center（ヴイストン ロボットセンター、以後ロボットセンタ

ー）」を 4 月 29 日にオープンいたします。 
 
 「ロボットセンター」という命名には、弊社製品を購入できる直営店舗にとどまらず、技術サポート

や活用方法の提案、そして様々なロボットの情報発信やコラボレーションの場としてロボット市場

全体を活性化したいという思いを込めており、福岡ロボスクエア内にて運営している「ロボプロショ

ップ」は以後「ロボットセンター ロボスクエア店」と名称を変えて運営の趣旨を明確にします。 
  

ロボットセンターは主に下記のような機能と特徴を持つものになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ ロボット工作教室などオープニング企画も一挙発表!! ～ 

 
ユーザーサポート 

 ロボットセンターには弊社技術者が駐在し、弊社製品の技術相

談や活用方法の提案などきめ細かなサポートをいたします。 
 首都圏のユーザーを応援する企画をユーザーの声を聞きなが

ら発信し続けていきたいと考えています。 

技術者が常駐して万全のサポート！ 

 
人材育成 工作教室・研修会を積極的に開催！ 

  店内でロボット工作教室や教育関係者向けの研修会な

どのワークショップを積極的に開催し、ロボットを体験でき

る場を提供します。また、インターンの受け入れなど幅広く

人材育成に取り組んでいきます。 
 GW 中は連日工作教室を実施し、各種ロボットや工作キ

ットの製作・プログラミングを体験していただけます。 



                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ① 「ロボットアイドル」一之瀬まゆさんが 1 日店長として来店！！ 

   日時：５月６日（水・祝） 13:00-14:00 イベント内容は追って発表します！ 

 ② 毎日ご来店先着 100 名様に開店記念グッズ「ロボせん」をプレゼント！！ 

   期間：４月２９日（水・祝）～５月６日（水・祝） 

 ③ ＧＷ中はロボットセンターで毎日工作教室を実施！！ 

  本格的二足歩行ロボットからお手軽な工作キットまで、この GW はロボット工作三昧！ 
期間：４月２９日（水・祝）～５月１０日（日） その後も原則毎週末開催 

   内容・お申込：ロボットセンターHP に掲載 （http://www.vstone.co.jp/top/robotcenter/） 

 
ロボットの活用提案 

 全高 1.3m の「Vstone Tichno（ヴイストンティクノ）」をはじめとする大

型ロボットやキャラクターロボットも勢揃い。ロボットプロダクション

「ROBO-PRO」によるロボットイベントの企画やキャラクターロボット製

作など、ロボットの様々な活用方法をご提案します。 
 弊社製品以外にも「次世代ロボット市場創造連盟」各社をはじめとす

る他企業の様々なロボットを展示・販売し、次世代ロボット市場全体の

知名度向上や市場開拓を促進します。 

ロボットイベント企画・ 
キャラクターロボット製作承ります！ 

 
コラボレーション・実証実験 ロボットビジネスの 

新たな可能性を探る！ 

 ロボット技術の事業化を進めるべく、「次世代ロボット市場創造

連盟」や大阪市による次世代ロボット開発ネットワーク「RooBO」

など、様々な企業とのコラボレーションや実証実験の拠点として

活用します。 
 コラボレーション第 1 弾として、encafe（http://encafe.jp/）による

SNS を活用した新しい技術コンテスト「Engineer Award」に弊社

ロボット「Beauto」部門を創設し、弊社がサポート等バックアップ

を行います。 
 
ロボット関連商品販売 他メーカー・工作キットなど幅広い品揃え！ 

 二 足 歩 行 ロ ボ ット キ ット 「 Robovie-X 」 、 教 材 ロ ボ ッ ト

「Beauto」をはじめとするなどの弊社ロボット製品はもちろ

ん、他社ロボット製品や手軽に楽しめる工作キットなどを約

300 種類以上取り揃えています。 
 また、全方位センサなど研究開発分野向け製品もデモ機を

設置し、首都圏で購入を検討される方々の便を図ります。 
ロボットセンター ロボスクエア店 

Vstone Tichno 

 
ロボットセンターオープニング企画！！ 



                          

 ④ 秋月電子通商様タイアップ企画！ 

  ロボットセンターオープンを記念して、秋月電子通商様よりプレゼント！ 
  5 月中に秋月電子通商秋葉原店、または Web 通販で弊社製品「BeautoChaser」  
 「BeautoBalancer」をお買い上げ頂いたお客様には動作に必要な電池（単 3 乾電池 4 本）をプ 
 レゼントします。 

期間：４月２９日（水・祝）～５月３１日（日） 
   ご購入：秋月電子通商秋葉原店・Web 通販サイト（http://akizukidenshi.com） 
 
 

ロボットセンターでは、一緒にロボットを盛り上げていただけるアルバイトを大募集！！ 
 

(1)ロボットセンター 販売スタッフ 

  ホビーロボット商品や工作キットの接客販売、レジ打ちなどのショップ業務をお願いします。 
  小中学生向け工作教室の講師やアシスタントも担当していただくことになります。 
  未経験者歓迎!!子供が好きな方、既婚者、サービス・販売の経験をお持ちの方歓迎します!! 

(2)ロボプロイベントMC 

  世界初のロボットプロダクション「ROBO-PRO」によるパフォーマンスショーや競技会をはじめと

するロボットイベントのMCをお任せします。 
ロボットイベントを盛り上げていただける明るい方歓迎します!! 

応募や詳細については、ロボットセンターまでお問い合せください！ 
 
 
 

◆工作教室のお申込・商品のご購入に関するお問い合わせ 
 ヴイストン ロボットセンター ショップマネージャー 井高 
  〒101-0021 東京都千代田区外神田 1-9-9 内田ビル 4F  
  TEL：03-3256-6676 FAX：03-3256-6686 
 
◆取材やその他お問い合わせ 

ヴイストン株式会社  経営企画室 松田 
   〒555-0012 大阪府大阪市西淀川区御幣島 2-15-28 
   TEL:06-4808-8701 FAX:06-4808-8702 E-mail:infodesk@vstone.co.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本件に関するお問い合わせ先 

（★印がロボットセンター

の所在地です）



                          
【用語解説・参考情報】 
 
○店舗概要 

店舗名：Vstone RobotCenter（ヴイストン ロボットセンター） 
所在地：東京都千代田区外神田 1-9-9 内田ビル 4F 
最寄駅：JR・東京メトロ秋葉原駅（JR 秋葉原駅電気街口より徒歩 5 分） 
営業時間：10:30-19:00 
店舗 URL：http://www.vstone.co.jp/top/robotcenter/ 
電話番号：03-3256-6766 （FAX：03-3256-6866） 
定休日：毎週水曜日、年末年始など 

 
○ヴイストン株式会社 会社概要 

会社名：ヴイストン株式会社 
所在地：大阪府大阪市西淀川区御幣島 2-15-28 
代表者：代表取締役 大和 信夫 
資本金：1 億 5,395 万円 
従業員数：11 名 
事業内容：各種ロボット製品の開発・製造・販売、全方位センサ製品の開発・製造・販売、ロボッ

ト関連イベントの企画・実施 
会社沿革：大阪大学大学院工学研究科・石黒浩教授の全方位センサ技術を事業化するために

2000 年 8 月設立。 
2003 年よりロボット事業を本格化させ、ロボカップ（世界のロボット研究者が集うロ

ボットサッカー競技会）にて世界大会 5 連覇を達成。国内初の量産型二足歩行ロボ

ットキット「Robovie-M」をはじめ各種ロボット製品の販売実績は 1 万台を突破して

いる。 
2005 年からはロボットプロダクション「ROBO-PRO」を設立、ロボットイベントの企

画実施事業を通じてエンターテイメントや教育などへロボットの新たな活用方法を

提案している。 
受賞歴：中小企業庁「元気なモノ作り中小企業 300 社」、経済産業省「第 2 回ものづくり日本大

賞 優秀賞」など 
 
 
○次世代ロボット市場創造連盟 

弊社の他、株式会社テムザック、株式会社ビジネスデザイン研究所、株式会社ゼットエムピ

ーのロボットベンチャー4 社により 2008 年 6 月設立。 
次世代ロボットの市場化を促進するためにマーケティング、社会的な啓蒙・宣伝活動などを

共同で行うことなど、利用者の立場に立ったロボット活用ソリューションの普及を促進していくこ

とを謳っており、ロボットセンターでも連盟各社のロボット製品の展示・販売を行う。 
 
以上 


